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第１ピリオド 

 名寄籠友会 ④竹内⑤荒⑥高橋⑧宮澤⑭目黒 対するアカゲラは④鯖戸⑤後藤⑦湯川⑨江口⑭平島 

のスタート、両チームハーフコートのマンツーマンディフェンスでゲームが始まった。名籠の④竹内⑧

宮澤の長身者に対して、あえてセンターを外してスタートを組んできた、アカゲラの戦い方に非常に興

味がある始まりとなった。 

 アカゲラは、⑤後藤、⑭平島の３Ｐで得点を奪うが、名籠も⑥高橋の速攻や、ドライブ④竹内のミド

ルシュートなどが決まり、一歩も譲らない出だしとなった。名籠の⑧宮澤が、身長的なミスマッチをつ

き、ゴール下やリバウンドショットを重ね得点するが、アカゲラも⑨江口の巧みなステップインを含む

６連続得点で頑張り１８－１９とアカゲラリードで第１ピリオドを終わった。 

 

第２ピリオド 

 開始早々アカゲラ⑭平島の３Ｐが決まり、１８－２２と４点リードを奪う。しかしここから、名籠が

⑧宮澤のゴール下２本⑭目黒の速攻⑥高橋のターンオーバーからの速攻と８連続得点し逆に２６－２

２と逆転し４点差をつけた。しかしアカゲラも、負けじと⑭平島のミドル④鯖戸の連続３Ｐで、８連続

得点し、３０－２６とした。最終的に名籠が⑧宮澤の５連続得点（フリースローを含む）で再再逆転し

３１－３０ 名籠１点リードで第２ピリオドを終わった。決勝にふさわしい、見ごたえのあるシーソー

ゲームとなった。 

 

第３ピリオド 

 名籠⑧宮澤のターンショットで、後半が始まった。アカゲラも速攻で④鯖戸のアシストから⑭平島が

得点し追いすがる。しかしここから、名籠は、④竹内のドライブ、⑧宮澤のバスケットカウント・ワン

ショット、⑦坂口のゴール下で４０－３２と一気に８点差をつけた。アカゲラはその後、⑨江口の巧み

なショット等で、２点差まで追い上げるが、ピリオドの終わりに、⑦坂口のミドルシュートと、④竹内

の３Ｐショットを含めた７連続得点などで ５４－４３と、この試合初の２桁得点差をつけて第３ピリ

オドを終えた。 

 

第４ピリオド 

 何とか追いつきたいアカゲラは、⑭平島のシュートから始まった。その後も⑨江口が巧みにシュート

を決めるが、名籠のオフェンスを止めることができず、⑦坂口のゴール下、⑥高橋のドライブ、⑭目黒

の速攻と３Ｐなど、内・外・速攻と色々なパターンで得点を許してしまう。７０－５２と１８点差のつ

いたところで、アカゲラ⑤後藤が３Ｐ・ミドルシュート、⑨江口がドライブと頑張るが、追いつくには

至らず７７－５９でゲーム終了となった。 

 

 

� 今回の大会の一般女子はリーク戦ということもあり、を載せることができませんでした。申し訳あ

りません。 
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